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事業概要 ～新潟支社～
新潟県土木部道路建設課HPより

Ｅ８ 北陸自動車道

Ｅ１７ 関越自動車道

Ｅ１８ 上信越自動車道

Ｅ４９ 磐越自動車道

Ｅ７ 日本海東北自動車道



事業内容 ～新潟支社 構造技術課～
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関越自動車道 土樽橋 床版取替工事

関越自動車道 阿能川橋 トラス桁補修

磐越自動車道 草水高架橋 PC２主版桁橋の架設

高出力X線調査（フィールド提供）





高速道路の供用年数の状況
 

 



11

高速道路の供用年数の状況 ～新潟支社～
 

 

凡 例

供用後経過年数（2025年12月）
    50年以上
    40年以上50年未満
    30年以上40年未満
    30年未満



高速道路の供用年数の状況
 

 



高速道路の供用年数の状況 ～新潟支社～
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＜高速道路（新潟支社）の経過年数の推移＞

経年50年以上
経年40年以上50年未満
経年30年以上40年未満
経年20年以上30年未満
経年10年以上20年未満
経年10年未満
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＜高速道路の経過年数の推移＞

経年50年以上

経年40年以上50年未満

経年30年以上40年未満

経年20年以上30年未満

経年10年以上20年未満

経年10年未満

縦軸のレンジを合わせると下図のとおり



凍結防止剤の累積散布状況

凍結防止剤１０００ｔ/ｋｍ以上

赤線：現状で凍結防止剤累積散布量1000t/km以上の区間
（道央道，東北道，秋田道， 山形道，北陸道，関越道，上信越道，

長野道，中央道，名神，
中国道，舞若道，浜田道等）
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令和６年度 累計降雪量

北海道支社 旭川(管)【常盤TN】

北海道支社 北広島(管)【北広島IC】

東北支社 山形(管)【月山IC】

東北支社 青森(管)【青森中央IC】

新潟支社 湯沢(管)【土樽PA】

新潟支社 湯沢(管)【魚沼IC】

関東支社 長野(管)【信濃町IC】

累積降雪量
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凍結防止剤の累積散布状況 ～新潟支社～
使用実績年度

99千トンR1

137千トンR2

159千トンR3

136千トンR4

117千トンR5

145千トンR6



ASRの影響が懸念される対象路線



ASRの影響が懸念される対象橋梁 ～新潟支社～

北陸道 朝日～親不知
泊トンネル（A）

笹川橋（C）
木流川橋（C）
親不知海岸

高架橋上部（OK）

北陸道 親不知～能生
親不知海岸

高架橋下部（B）
古川橋（OK）
大和川橋OV（B）

苦竹原橋OV（OK）

北陸道 能生～米山
吉浦橋OV（C）

名立橋（OK）
蜘ヶ池高架橋（OK）
米山川橋（B）

北陸道 米山～柏崎

上方橋（OK）
茨目橋（C）

北陸道 西山～三条燕

西山橋（OK）
岡野新田橋（C）
八王子高架橋（B）

北陸道 三条燕～新潟西
小高高架橋（A）

荒井川橋（C）
国見橋（B）
板井橋（OK）

蓮方橋（B）

上信越道
れいめい橋（OK）

深沢川橋（C）
片貝高架橋（OK）
正善寺川橋（OK）

関越道 南部

鎌倉沢川橋（OK）
徳田橋（OK）

関越道 北部

両新田高架橋（C）
新中沢橋（C）

磐越道
上ノ山橋（C）
石間釣浜橋（C）

赤坂橋（C）
安田高架橋（OK）
上浦橋（OK）

酒屋高架橋（C）
分田橋（OK）

日本海東北道

上中沢高架橋（OK）
大夫橋（OK）

ASRの損傷写真





橋梁の健全性分布（橋梁数） ～新潟支社～
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橋梁の健全性の分布

■ 健全性Ⅰ ■ 健全性Ⅱ ■ 健全性Ⅲ

健全性の区分
状態区分

構造物の機能に支承が生じていない状態。健全Ⅰ

構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の
観点から措置を講ずることが望ましい状態。

予防保全段階Ⅱ

構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に
措置を講ずべき状態。

早期措置段階Ⅲ



橋梁の抱えるリスク ～新潟支社～
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主な地域劣化要因

上越地区沿岸部飛来塩分

北陸道・関越道凍結防止剤

山間部・高標高区間凍結融解

北陸道中心ASR

関越道重交通

ASR 木場橋

床版劣化 万太郎橋 凍害 山桑川橋

凍害 下須頃高架橋

凍結防止剤 中谷内高架橋

飛来塩分 鉢埼橋





高速道路の維持管理サイクル
 
 
 



点検支援技術 高解像度カメラ

◆近接目視による点検の支援として、高解像度カメラにより、コンクリート構造物の内部変状を除くひび割れ等の外観変状の把握や鋼
構造物に発生する塗膜割れ等の位置の把握を行う。
◆高解像度カメラで取得した画像データよりＡＩ技術を用いて変状の自動検出、点検調書の自動作成を実施し、生産性向上を図る

対象構造物 ： RC・PC橋の上部工（現地条件により適用可能）及び下部工
※鋼橋は、現地条件によっては適用不可

対象となる変状 ： 外観変状（ひび割れ、エフロレッセンス、鉄筋露出など）
支援対象 ： 近接目視
活用方法 ： 変状記録写真、展開図、変状自動抽出

AI解析図 変状トレース後の解析図

AI解析と変状トレースによる比較

準備 点検技術者による点検 点検結果整理 点検技術者による評価・診断

従
来

事前調査
規制協議

点検車両確保
規制機材確保
規制要員確保

近接目視による点検
現場のスケッチを用いて

撮影写真の整理 CADで点検展開図を作成

高
解
像
度
カ
メ
ラ

事前調査
高解像度カメラの確保

地上からの撮影
画像合成、AIによる変状自動抽出

変状トレース作業 画像を展開図として活用

報告書作成

点検管理システムへの登録
（点検報告書）

点検管理システムへの登録
（点検報告書）



点検支援技術 赤外線カメラ

◆コンクリート構造物における浮き・はく離・内部変状等については、赤外線カメラにより打音範囲の抽出が可能
◆赤外線カメラによる打音範囲の抽出は、可視画像や赤外線画像など複数の画像データを組み合わせて行う

◆赤外線カメラの記録状況

◆月別日格差発生確率

対象構造物 ： RC・PC橋の上部工、下部工
対象となる変状 ： 内部変状（浮き、はく離など）
支援対象 ： 打音点検
活用方法 ： 打音点検範囲の抽出

温度変化が気温に

追随しやすい

◆赤外線カメラによる変状検出の仕組み
劣化によりコンクリート構造物に浮きが生じている箇所に日射など外部から熱負
荷が加わると、健全部に比べ熱容量が小さい浮き部がより早く温度変化が起こ
る。この健全部と浮きの部分で温度差が生じている状態を赤外線サーモグラフィ
で撮影することにより、遠隔から浮きなどを推測することが可能となる。

（昼間） （夜間）



点検支援技術 スパイダーeye

◆橋梁の径間に張り渡したワイヤーロープ上を移動する機体に高解像度カメラを搭載し、床版下面および鋼部材（主桁・二次部材
等）の高解像度画像を取得し、ひび割れや塗膜割れ等の変状位置の把握を行う

河川横断橋梁

桁下が谷地形の橋梁 大型遮音壁を要する橋梁

◆床版撮影型
高解像度カメラで撮影した床版下面の画像による外観変状の
抽出精度が近接目視と同等の精度を有している 。

対象構造物 ： RC・PC床版
対象となる変状 ： 外観変状（ひび割れ）
支援対象 ： 近接点検
活用方法 ： 変状記録写真、展開図、変状自動抽出

◆鋼桁撮影型
ライブビュー画像による外観変状の抽出精度が近接目視と
同等の精度を有している

対象構造物 ： 鋼桁
対象となる変状 ： 外観変状（鋼部材の腐食、変形、

ボルトの脱落、塗膜割れなど）
支援対象 ： 近接点検
活用方法 ： 変状記録写真

床版撮影型 鋼桁撮影型

◆利活用シーン

R5年度～は標準タイプと昇降タイプを組み
合わせた新型を開発

（機器の据替による時間ロスの削減）



横構がある橋梁では、高所作業車のバケットが差し込めず、近接目
視による塗膜割れの確認が非効率である。

近接目視 撮影画像
（コンパクトデジタルカメラ）

スパイダーeye 撮影画像
（カメラ機種：EOS RP）

■鋼桁撮影型による撮影例

点検支援技術 スパイダーeye



点検支援技術 壁昇降点検ロボット
◆ロープアクセスに代わり高橋脚等の点検困難箇所の点検をロボットにより安全に実施
◆コンクリート構造物における浮きを特定し、その範囲をチョークにより「マーキング」
◆コンクリート壁面の近接撮影が可能(ひび割れを鮮明(ひびわれ幅0.2mmを確実に捉える)に撮影)

壁昇降式点検ロボット

ゴンドラ車による高橋脚の点検

■高橋脚における点検状況

ロープアクセス点検

現地レイアウト



点検支援技術 動画点検
◆橋梁の点検において、R元年度より点検支援技術が導入されているが、鋼橋は種々の課題により高解像度カメラ（静止画）を適用す
ることができず、大掛かりな足場や大型の橋梁点検車を使用した点検を行う必要があった

◆静止画に替え、動画を活用した点検を行うことで課題解決に寄与することから、ドローンによる撮影動画を活用した点検を検証し導入
対象は“鋼橋”のみで、“Con橋”は適用外

■鋼橋における高解像度カメラ（静止画）を適用する課題

①変状の位置把握が困難
②鋼橋はコンクリート橋に比べて特徴点が少なく、画像合成が困難
③鋼橋は部材数が多く、静止画の撮影枚数が膨大

■運用フロー

START

要確認変状
※2

人による
近接点検

YES

不可能

可能

END

俯瞰撮影

NO

撮影漏れ確認

重点箇所
※1
NO

YES

※1:重点箇所とは、
保全点検実施要領（構造物編補足資料）第2編橋梁「構造形式による点検の着目箇所」に示
される、特に主桁本体に変状が進展した場合に橋の崩壊につながることから、点検時において着目
する必要がある箇所 をいう
※2:要確認変状とは、
俯瞰撮影で詳細が把握出来ず、近接撮影で確認が必要な変状 をいう（例:塗膜割れ等）

橋梁点検車の活用

現地で変状を確認し状態の把握

点検技術者自身が近接目視 飛行状況（近景）飛行状況（遠景）

判定
評価

近接撮影

■点検方法の変更概要

◎従来の橋梁点検 ◎ドローンによる橋梁点検

室内で動画を確認し状態の把握



動画点検の導入効果

①従来の近接目視と同様の精度確保（同一部位での比較）

塗膜劣化（左:近接目視、右:ドローン） ボルト腐食（左:近接目視、右:ドローン）
②近接目視では確認しにくい部分の状態把握が容易

狭隘部の例（横桁上フランジと床版の間） 狭隘部での変状確認

③従来の方法で必要となる点検用足場や交通規制が不要

橋梁点検車を活用した点検の実施状況 移動式足場を活用した点検の実施状況

不要

ドローンを構造物に近接させて動画を取得す
るため、近接目視で確認できる変状は同様
に状態を把握できる
（記録した撮影動画で、状態の把握が困難
である場合は、別途点検技術者による近接
目視、触診・打音等を実施）

従来は困難であった狭隘部への進入・近接
がドローンでは容易であり、構造物の状態の
把握がしやすい

橋梁点検車を使用する場合、高速道路本
線の車線規制あるいは通行止めが必要
（写真は通行止めでの点検実施状況）
また、橋梁点検車が使用できない場合は近
接目視のために、高額な移動式吊足場を使
用する必要があったが不要となることでコスト
及び手間が削減

点検支援技術 動画点検



点検支援技術 リアルタイム動画点検
リアルタイム動画点検:UAV等から伝送される映像を手元のモニター等で即座に確認し、

近接目視点検と同等の状態把握が行える手法である
〇課題
・足場や高所作業車等による点検、点検に伴う規制費用と時間が増大
・高解像度カメラ点検では膨大な撮影データの整理、画像処理や変状の抽出に多大な労力を要する

リアルタイム動画点検従来の高解像度カメラによる点検

写真

無し（現場で完結）有り
撮影画像
処理作業

変状写真のみの保存合成用の写真若しくは動画の保存
撮影画像
の保存



点検支援技術 ～新潟支社～
高出力X線によるPCグラウト充填調査
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3.95MeV 高出力X線によるPCグラウト充填調査

かぶり厚250ｍｍ以下が適用条件

出典：「広帯域超音波法を用いたPC橋のグラウト充填調査マニュアル」の抜粋

低出力X線透過
：400ｍｍ程度が限度

高出力X線（3.95MeV)透過
：1000ｍｍまで確認

(1) 設計図面上の位置出し

(2) 電磁波レーダによる鉄筋・主ケーブルの位置出し

(3) 電磁波レーダによるシースかぶり厚の探査

(4) 超音波伝達速度の計測

(5) 広帯域超音波法を用いたグラウト充填探査・記録

(6) 削孔調査（キャリブレーション）

(7) キャリブレーションによる分析波形の分類

(8) グラウト充填不足と判定された箇所の削孔調査

調査完了

削孔調査を行う箇所
削孔調査を行わない箇所
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コンクリート厚500mm（側壁） コンクリート厚600mm（側壁） コンクリート厚750mm（側壁）

コンクリート厚
1,000mm（柱頭部）

コンクリート厚
1,000mm（柱頭部）

コンクリート厚
1,270mm（側壁）

点検支援技術 ～新潟支社～
高出力X線によるPCグラウト充填調査
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放射性同位元素等の規制に関する規則（電離放射線障害防止規則（第三条
等））に基づきＸ線漏洩を放射線シミュレーションにて事前評価し、原子力
規制庁へ届出

断面図

点検支援技術 ～新潟支社～
高出力X線によるPCグラウト充填調査





リニューアルプロジェクト ～新潟支社 構造技術課～

 

  



先行更新事業 ～橋梁床版取替工事～

37

2026年度 交通規制が伴う主な工事計画

○橋梁床版取替工事25橋など交通規制にて工事を実施予定

北海道:４橋

東北:１５橋

関東:２橋

新潟:４橋



先行更新事業 ～橋梁床版取替工事 新潟支社～

 



先行更新事業 ～橋梁床版取替工事 新潟支社～

 



先行更新事業 ～阿能川橋床版取替工事～

 橋梁名称 阿能川橋（上り線 ）
 橋梁形式 鋼４径間連続トラス橋２連、

鋼２径間連続非合成版桁１連
 橋⾧・幅員 橋⾧:L=628.0m
 設計活荷重 TL-20，TT－43（S49.6）
 供用年月 年（供用後36年で補修）

◆対象橋梁概要



先行更新事業 ～阿能川橋橋梁床版取替工事～
◆施工状況写真

間詰部打設状況

新設床版架設床版切断 ケレン清掃状況

架設機運搬台車用レール 完成

① ② ③

④ ⑤ ⑥



先行更新事業 ～坂田橋（下り線）床版取替工事～

 橋梁名称 坂田橋（下り線 ）
 橋梁形式 RC３径間連続中空床版橋
 橋⾧・幅員 橋⾧:L=58.78m
 設計活荷重 TL-20，TT－43（S49.6）
 供用年月 1981年（供用後43年で補修）

◆対象橋梁概要

床版上面打替え概要



先行更新事業 ～坂田橋（下り線）床版取替工事～
◆施工状況写真

床版上面打替え状況

ウォータージェットはつり状況上面鉄筋深さ確認

Pca壁高欄設置状況

はつり完了

完成

① ② ③

④ ⑤ ⑥



先行更新事業 ～橋梁床版取替工事 新潟支社～

 

損 傷 状 況 （ 土 樽 橋 ）

損 傷 状 況 （ 床 版 上 面 ） 損傷状況（床版下面）

損 傷 状 況 （ 土 樽 橋 ）



後行更新事業 ～PCグラウト充填工事 新潟支社～

桑取川橋（下） 橋長 ４６０．６m
形式 RC２径間連続中空床版橋

＋PC３径間連続ラーメン箱桁橋×２
＋PC２径間連続ラーメン箱桁橋
＋RC２径間連続中空床版橋

供用年月 1987年10月、37年経過
適用道示 S53



石倉橋（ﾗﾝﾌﾟ）

寺間橋（ﾗﾝﾌﾟ）

小仁田橋（上下）

水上橋（上下）

芳ノ沢橋（上下）

万太郎橋（上）

土樽PAAﾗﾝﾌﾟ橋

土樽PABﾗﾝﾌﾟ橋

ときめき橋（上下）

山田高架橋（上下）

黒埼高架橋（上下）

中道高架橋（ﾗﾝﾌﾟ）

西立仏橋（ﾗﾝﾌﾟ）

設計中

設計完了

工事中

凡例

阿能川橋（上下）

土樽橋（上下）

2026.06現在

祖父興野高架橋（上下）

新潟中央IC Ａランプ橋
〃 Ｄランプ橋
〃 Ｅランプ橋
〃 Ｆランプ橋

上浦橋（暫定）

能代川橋（暫定）

石間釣浜橋（下）

谷花橋（上下）

揚川橋（暫定）

赤岩川橋（暫定）

西ノ沢川橋（暫定）

五十母川橋（暫定）

長谷橋（暫定）

上の沢橋（暫定）

小松上の沢橋（暫定）

草水高架橋（暫定）

新江橋（上下）

新保橋（上下）

安田高架橋（下）

酒屋高架橋（上下）

小阿賀野川橋（上下）

新潟中央IC Ｂランプ橋
俵柳橋（上下）
鐘木橋（上下）

五郎太谷川橋（下）

徳合川橋（下）
姫川橋（上下）

田海川橋（上）

芹川橋（上下）

青海高架橋（上下）

新青海川橋（上下）

0橋

60橋

17橋

耐震補強 ～新潟支社～

名立橋（上下）

十菅平高架橋（上下）

水崎橋（上下）

上刈橋（上下）

上広田橋（ﾗﾝﾌﾟ）
広田中道橋（ﾗﾝﾌﾟ）
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耐震補強 ～新潟支社～

 





磐越道 ４車線化事業 ～新潟支社～ 49



磐越道 付加車線事業（三川ＩＣ～安田ＩＣ）5.1km
事業概要

◆工事数量
土工量：約13万m䐷 橋梁：2橋(約0.2㎞) トンネル：2チューブ(約0.8㎞)

①草水高架橋 ③盛土工区（小松トンネル新潟側）
②盛土工区（宝珠山トンネル福島側） ④小松上の沢橋



磐越道 付加車線事業（三川ＩＣ～安田ＩＣ）5.1km
橋梁紹介

①草水高架橋 PC５径間連続２主版桁橋
くそうず

②小松上の沢橋 PC２径間連続箱桁橋
こまつかみのさわばし

しゅん功済

しゅん功済



磐越道 4車線化事業（三川ＩＣ～安田ＩＣ）3.2km
事業概要

◆工事数量
土工量：約21万m䐷 橋梁：1橋(約0.1㎞) トンネル：3チューブ(約2.8㎞)



磐越道 4車線化事業（西会津ＩＣ～津川ＩＣ）8.7km
事業概要

◆工事数量
土工量：約18万m䐷 橋梁：11橋(約2.3㎞) トンネル：1チューブ(約1.1㎞)



磐越道 4車線化事業（西会津ＩＣ～津川ＩＣ）8.8km
事業概要

◆工事数量
土工量：約84万m䐷 橋梁：4橋(約0.8㎞) トンネル：3チューブ(約6.9㎞)

①黒森山トンネル
②鬼光頭川橋
③安座川橋




